
                   

       

               

 

 
 

あなたに GOOD JOB! 
校長 吉村 達之 

 ちょうどこの時季、初秋のある日のことです。学校からの帰り道、バスに乗っていると、「カラカラカラ……。」

と、車内を転がる空き缶の音に気付きました。誰かが飲み終わった後、床に置いたまま下車したものと思われます。

バスの一番後ろに座っていた私は、「乗客が踏んだら危ないなあ。」と気になり始めました。 

 そんなとき、あるバス停でバスが止まり、ドアが開きました。そして小学校高学年と思われる女の子が、転がっ

て座席の下に隠れていたその空き缶をサッと拾って下車し、バス停のすぐ横にある空き缶用のごみ箱に缶を捨てる

のが見えました。私を含め、バスの乗客たちのホッとした雰囲気が伝わってきました。 

 この出来事は、ほんの些細なことかもしれません。でも、転がっている缶を誰かが踏んで、足を滑らせれば、大

けがにつながります。こういったささやかな行いで世の中はうまく回っている、一人一人のほんの小さな善い行い

が知らないところで誰かの役に立ったり、気持ちを温かくしたりしているのだと思います。 

学校の中でも、人知れずこのような行動をして、みんなが気持ちよく学校生活を送れるようにしてくれている子

どもたちがたくさんいます。そういう子どもたちに、お礼を言いたい、褒めてあげたい。そんな気持ちから、あなた

に GOOD JOB! を続けています。これは、自分の周りの善い行いを見付けたときに、校長室前のあなたに GOOD JOB! 

ポストに内容を記入して投函してもらい、それを私が読んで、教えてくれた人と行いをした人の両方に、それぞれ

メッセージカードを贈るというものです。この半年弱で、百件以上のGOOD JOB! が届きました。 
 善い行いは、誰も見ていないようで見ている。そして、役に立っている。そして、そういう行いをパッと見付け

る力も育ててほしい。人から感謝されることは、自尊感情にもつながり、自己肯定感の醸成にもなります。 

 あなたに GOOD JOB! は校内に限らず、保護者・地域の皆様からの投函も大歓迎です。地域でそういう行いを見か

けたときは、あなたに GOOD JOB!ポストを通してぜひ私に教えてください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

≪１０月～１１月はじめの行事予定≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより１０月号 

小さな窓 

 

令和元年１０月 １日（火） 

三  鷹  の  森  学  園  

三 鷹 市 立 高 山 小 学 校 

校  長   吉 村 達 之 

 

  

１０月のめあて     生活 …… 規則正しい生活を送ろう 

安全 …… けがをしないように運動をしよう 

保健 …… 目を大切にしよう 

 

 １０月 １日(火) 全校朝会 

    ２日(水) 委員会活動 

         ふれあい天文学(６年) 

    ３日(木) 生き物教室(２年) 

    ４日(金) 校外学習(１年) 

    ７日(月) 全校朝会 

    ９日(水) 音楽朝会 

   １０日(木) 記念集会リハーサル（５校時） 

１２日(土) 開園１０周年記念集会（午前） 

       ※３校合同 

開校６０周年記念集会（午後） 

１４日(月) 体育の日【祝日】 

 

 

 

 

１５日(火) 振替休業日 

１６日(水) クラブ活動 

２１日(月) 全校朝会 

２２日(火）即位礼正典の儀【祝日】 

２３日(水) たてわり集会 クラブ活動 

２５日(金) 避難訓練（始業前） 租税教室(６年) 

２６日(土) 学校公開 

２８日(月) 全校朝会 

１１月  １日(金) 就学時健診 

３日(日) 文化の日【祝日】 

４日(月) 振替休日 

７日(木)・８日(金) わか竹学級宿泊学習 

～学校からのお知らせ～ 
① 各学年だより等でもお伝えしたとおり、１０月１２日に行う開園１０周年・開校６０周年記念集会は、参観スペースがと

れないため、公開はしておりません。（引率補助等担当の保護者の方は除く。）ご了承ください。 

② ３・４年生の教室のある新校舎外側に取り付けていましたグリーンカーテンは、老朽化から取り外すこととなりました。

夏季休業中に、破けて落下するということが発生したのを踏まえ、運動会を控えての安全面を考慮し、検討した上での措置

です。ご了承ください。これまで、お世話をしていただいた皆様、ありがとうございました。なおグリーンカーテンのあっ

た地上（土の）部分については、今後、緑化委員会を中心に、花などの植物を育てていく予定です。 

③ １０月の給食費の口座振替（引き落とし）日は、１０月１１日（金）です。前日の１０日までに、口座残高をご確認の上、

未納にならないようにご協力をお願いいたします。 



  

 

 

 

 
 

学園歌レリーフが完成しました 

 図工専科 教諭 直本 鉄平 

昨年度から２年がかりで制作してきた学園歌「あすの

つばさ」の木彫レリーフがついに完成しました。 

平成３０年度の６年生１３０名、令和元年度の６年生

１１９名、合計２４９名の思いが一文字一文字に刻み込

まれています。制作にあたっては、安全管理のために、

学園サポーターの皆様にもご協力いただきました。子ど

も、家庭・地域、学校の三位一体の取組が、開園１０周

年を祝う一つの大きな作品として実を結んだことを心

から嬉しく思います。 

作品は１０月上旬に、体育館ステージ脇の上手側壁面

に幕に包まれた形で設置されます。１０月１２日の午後

に行われる高山小学校開校６０周年記念集会の折に除

幕式があり、そこで全校にお披露目と 

なります。これから高山小学校 

の風景の一つとして学園歌のレ 

リーフが永く親しまれること 

を心から祈っています。 

  

学園サポーターと共につくる学び 

 

「初」そして「記念」の運動会 

体育主任 主任教諭 生井 俊明 

 令和になって初めての運動会でもあり、三鷹の森学

園開園１０周年・高山小学校開校６０周年記念の運動

会でした。「６０周年 歴史をむねに みんなの絆で勝

利をつかめ」というスローガンのもと、学級、学年、全

校児童が一丸となって取り組みました。そして勝負だか

らこそ、勝った喜びを味わったり、負けた悔しさを噛み

締めたり、全力で真剣に臨んだ子どもたちの姿をご覧い

ただけたと思います。 

「初」そして「記念」である運動会は、 赤組が優勝、

白組が準優勝となりました。勝ち負けはあっても、この

日まで努力してきた子どもたちの姿に勝ち負けはあり

ません。一人一人、全員が輝いていた運動会でした。行

事を通して成長する子どもたちの姿を間近で見られる

のは、私たちの特権だと思っています。 

ここ何年かの間に、高山小学校が大規模校と呼ばれる

ようになり、児童数が千人に近付きつつある現在、毎年、

様々な工夫をして開催してきている運動会ですが、円滑

に実施できているのは、皆様のご理解とご協力があって

こそのことです。本当にありがとうございます。心より、

感謝いたします。今後、さらに工夫を重ねて、来年度も

あらたな運動会の形を模索しながら、子どもたちにとっ

て、すてきな運動会を目指していきます。 

価値付けることの大切さ 

      第５学年担任 主任教諭 黒坂 悠哉 

 子どもたちの主体性を引き出すために必要なことの

一つとして、いろいろなことをうまく価値付けてあげる

ことが大切だと思っています。価値付けのやり方にはい

ろいろとありますが、日常的に意識したいのは、「褒め

る」ことです。そして、褒めるときに気を付けたいのは、

結果ではなく、その過程を褒めるということです。 

 

 

 教科書に載っている５年生の倍数の問題です。ここま

でに、「４と６」や「８と１６」など２つの数の公倍数

を求める学習をしてきているので、この問題を提示した

とき、「あっ、３つになっている。」とつぶやいた児童が

いました。これまでの問題との違いに気付いたのです。

とても些細なことかもしれませんが、「良いことに気付

いたね。」と気付いたこと自体を褒めました。最終的に

この児童は、「１２」という答えまでは自力でたどりつ

けませんでしたが、「これまでのとの違いに目を向ける

こと」の大切さには気付いてくれたようです。 

 主体的に学習に取り組んでいるとき、子どもの表情は

キラキラとしています。上手に褒められないこともあり

ますが、これからも子どもたちの主体性を引き出せる授

業づくりを目指していきます。 

 

主体的・対話的で深い学び 

 

運動会を終えて 

学園の仲間とともに 

       特別活動部 主任教諭 落合 俊一 

 夏休み明けの８月２７日、高山小学校と第五小学校

の６年生が、第三中学校に集まり、プレ中学校体験が行

われました。 

体育館での開校式は、生徒会役員の中学生が司会を担

い進行しました。その規律ある運営ぶりに、中学生らし

さを感じ取ったのではないでしょうか。 

その後、中学校の先生たちが開講する授業の中から、

希望する２つの授業を体験しました。また、わか竹学級

の児童は、E組の授業を体験しました。子どもたちは、

最初は、小学校とは違った緊張感を感じながらも、徐々

に新しい学習に、興味や関心をもって、積極的に学ぼう

とする姿勢を見せていました。 

また、第五小学校の児童とは、自然教室で仲良くなっ

ている子も多く、「ひさしぶり！」「どの授業にいくの？」

と声を掛け合う場面も見られました。 

三鷹の森学園の仲間と一緒に学んだ「プレ中学校体

験」、来年４月からの中学校生活へのステップとなった

のではないでしょうか。 

なお、昨年度まで同時期に行われていた部活動体験は

来年２月に行われます。こちらも楽しみですね。 

 

 

プレ中学校体験 

 

「２と３と４の公倍数を求めましょう。」 


